






















































































































































































右従往古 仲哀天皇御陵与申伝 旧幕府之比折々御見分有之 竹垣可仕
様被仰付修補仕罷在、猶去ル文久弐年戌十一月廿六日戸田和三郎様御見



































































成ル 河内国第廿六区錦部郡上原村 産子三ケ村 戸数百四十一軒」で始ま
る資料で、はじめて「式外村社 西山神社」の社格!が使われている。これら
の資料によれば、上原村と隣接する惣作村、野村を氏子区域とする神社であ
































一 祭神 仲哀天皇 素戔鳴尊 神功皇后 高良明神
一 由緒 不詳
一 社殿間数 梁行七尺 桁行八尺四寸
一 境内坪数 百六拾八坪 官有地
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! 内甲第十七号 明治三十四年五月三日 内務省総務局地理課長大谷靖、内務省警保局




























































係 大阪府廰文書 御陵墓願伺届 七』宮内庁書陵部 １９３５年（昭和１０）写
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しかし、政府は天皇陵だけでなく明治４年（１８７１）４月２４日太政官布告「后
妃 皇子 皇女等御陵墓」の取り調べを府藩県に命じた。また１８７８年（明治
１１）１０月９日「二世親王内親王御墓取締方措置」がだされている。更には１８８１
年（明治１４）１月９日宮内省達乙第１号では府県に対し「古来諸王ニテ奉祀
ノ子孫無之方々ノ墳墓」の取り調べが命じられた。このように選別すべき陵
墓の対象が無限大に広がっていった。
結局、全国にある古墳は陵墓古墳、非陵墓古墳、まだ調査も選別もされて
いない未選別古墳に大別され、その中でも未選別古墳が大部分を占めること
になる。その未選別古墳から大日本帝国憲法発布までに治定された全天皇陵
（後に南朝長慶天皇の在位が認められ陵墓が決定される!）を除く、皇后以下
の陵墓を選別しなければならなかった。
このような背景の中で、近代神社が、近代天皇制国家の中で国家祭祀を掌
るものとして位置づけられ、皇祖の神霊、国家の功臣を祀るべきものである
ことから、陵墓伝承、古墳伝承地の取り扱いを慎重にならざるをえなかった
と考えられる。
このことから、西代神社もまた、元西山神社跡地について売却あるいは開
墾しようとして、陵墓伝承地の取り扱いに苦慮したのである。
まとめ
江戸時代延宝期から元禄期に幕府によって仲哀天皇陵とされた場所は、享
保期頃から仲哀天皇陵が否定され、変わって高向王墓説が浮上してきた。そ
して、文久の修陵において、仲哀天皇陵は岡ミサンザイ古墳に治定され、上
原村の仲哀天皇陵は公式に否定された。また、仲哀天皇陵の構成要素であっ
た仲哀天皇を祀った社や八幡宮が、元禄期以降、氏神として整備され、それ
ぞれが信仰対象となってゆく。
!１９２６年（大正１５）１０月２１日に皇統加列の詔書、１９４４年（昭和１９）２月１１日嵯峨東陵を
決定。
陵墓伝承地の変遷と明治期の古墳保存行政
－２４１－
明治維新後、近代神社制度が整備されてゆく中で、西山神社の名称がつけ
られ、その境内地内にある被葬者が不明な「陵」あるいは「高向王墓」とし
て認識された。しかし社寺領上知令と地租改正により、この「陵」あるいは
「高向王墓」は、周囲の山林とともに一括境外地として上知処分された。その
後、神社に更に払い下げた。この西山神社も合祀されたことにより、当該地
は神社跡地と「陵」あるいは「高向王墓」とされた場所は「古墳ニ似タル所」
と位置づけされるに至った。
このような変遷を経た場所が、売却あるいは開墾などの処分が予定される
ことになり、そこに陵墓行政による判断と許可が必要となった。それは、古
墳か否かという判断よりも陵墓であるか否かの判断である。もちろん仲哀天
皇陵ではないのであるが、高向王墓説など他の被葬者の陵墓である可能性は
残されていたからである。結果、最終的には宮内省から非陵墓と認定された
ことで、行政手続き上この土地を処分することが可能になった。
古墳の保存は、１９１９年（大正８）の「史蹟名勝天然紀念物保存法」の制定
により史蹟指定という新たな保存施策が実施されるまで、陵墓に関係するか
否かによって大きく変わった。つまり、陵墓治定を取消あるいは改定された
一部の古墳を除いて、非陵墓古墳とされた古墳は行政上保存措置をとること
はなかった。
この一連の経緯は、近代天皇制国家成立過程の中で行われた神社制度や社
寺領上知令など行財政制度により、江戸期以来地域で守り伝えられてきたも
のが崩壊する過程でもある。
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